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平成１７年 ８月２１日 

(社)日本実験動物協会 
 
 

各 論 
（ブ タ） 

解答は答案用紙の該当欄の○を鉛筆で黒く塗りつぶして下さい。 

○をはみ出したり塗りつぶし方が不十分にならないよう注意して下さい。 



各論：ブ タ 

それぞれの設問について、該当するものを選び、解答用紙の該当欄の○を鉛筆で黒く塗り 
つぶして下さい。 
 

〔問 題〕 
１．下図のBに相当する30kgのユカタン系ミニ豚の数値はどれか。 

 

１）36cm 

２）52cm 

３）78cm 

４）120cm 

 

２．下記のうち、ブタの特徴と異なるのはどれか。 

１）昼行性である。 

２）夜行性である。 

３）体重あたりの臓器の大きさがヒトに似ている。 

４）食性がヒトに似ている。 

 

３．下記のうち、畜産ブタの系統はどれか。 

１）ゲッチンゲン 

２）クラウン 

３）ハンフォード 

４）デュロック 

 

４．下記のうち、台湾由来のミニブタはどれか。 

１）NIBS系 

２）小耳種系 

３）巴馬香系 

４）韓流系 

 

 



５．ミニブタ飼育施設の環境条件として、不適切なのはどれか。 

１）温度15～25℃ 

２）湿度40～70% 

３）換気回数10～15回/分 

４）明暗サイクル12/12時間 

 

６．ブタの歯式に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）永久歯のｐは0/0である。 

２）永久歯のPは3/3である。 

３）永久歯のｍは1/1である。 

４）永久歯のMは3/3である。 

 

７．ブタの月齢、標準体重、給餌量の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

畜産ブタ ミニブタ  月齢 

標準体重(kg) 給餌量(kg) 標準体重(kg) 給餌量(kg) 

１） 2 35 1.2 5 0.2 

２） 4 55 2.5 9 0.4 

３） 5 120 2.5 7 0.4 

４） 8< 140 3.5 17 0.7 

 

８．下記のブタの耳刻標準のうち10番はどれか。 

 

１）A 

２）D 

３）G 

４）J 

 

９．ブタの出生時体重と産子数の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

畜産ブタ ミニブタ  

出生時体重(kg) 産子数(頭) 出生時体重(kg) 産子数(頭) 

１） 0.5～0.8 1～5 0.1～0.4 2～5 

２） 1.5～2.0 6～15 0.5～0.8 4～10 

３） 2.5～3.0 8～10 1.0～1.5 8～10 

４） 3.0～4.0 10～15 1.5～1.8 10～15 



１０．ブタの性周期と発情について、正しい組み合わせはどれか。 

畜産ブタ ミニブタ  

発情周期（日） 発情期間(日) 発情期(日) 発情周期（日） 発情期間(日) 発情期(日) 

１） 約14 約1 約8 約4 約1 約1 

２） 約18 約3 約6 約７ 約2 約2 

３） 約21 約7 約2 約21 約4 約2 

４） 約28 約14 約1 約28 約7 約7 

 

１１．下記のうち、ブタの特徴を利用して行われている研究はどれか。 

１）抗生物質の検定 

２）LD50の算出 

３）生活習慣病の研究 

４）心理学の研究 

 

１２．畜産ブタを実験に用いる場合の記述として、正しいのはどれか。 

１）“ベビー豚”を実験動物として転用する場合は、欧米で改良された大型品種の交雑第

1代（F1）または三元交雑の子ブタが供給される。 

２）同一品種であれば、生産場が異なっても遺伝学的維持方法は同じなので特性も同じ

である。 

３）同一品種であれば、雑種強勢により、遺伝学的にホモに近くなるので処置に対する

反応性が高まる。 

４）マウス、ラットの SPF（Specific Pathogen Free）と、微生物統御のレベルは同じ

である。 

 

１３．ミニブタに関する記述として誤っているのはどれか。 

１）1950年頃から開発が始まった。 

２）開発の中心は米国やドイツである。 

３）成熟体重がヒトの子供に近い。 

４）性質がおとなしく、実験動物としての特性を備えている。 

 

１４．ブタの解剖に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）頚椎9、胸椎14～16、腰椎5（仙椎は癒着）、尾椎20～23からなる。 

２）頭骨は大きく、四肢は比較的長い。 

３）皮膚は被毛、角質層、表皮、真皮及び筋肉組織からなる。 

４）ヒトの皮膚に類似しているが、表皮は厚く硬化し、汗腺が退化し皮脂腺は少ない。 

  

 

 

 



１５．ブタの呼吸器系に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）鼻鏡は円板状で皮膚が厚く、地面を掘るのに適している。 

２）気管の長さは1.5～2.0cmである。 

３）左肺は前、中、後と副葉の4葉である。 

４）右肺は前と後の2葉である。 

 

１６．ブタの消化器系に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）胃は粘膜構造上から喉頭部、食道部、噴門部、胃底部及び幽門部からなる。 

２）幽門部と食道部との境界にブタ特有の胃憩室が突出している。 

３）腸の長さは、小腸約18m（十二指腸、空腸、回腸）と、大腸約5m（盲腸、結腸、直 

 腸）からなる。 

４）結腸はブタ特有の扇型状をなしている。 

 

１７．ブタの循環器系、泌尿器系、生殖器系に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）心臓冠状動脈の分布や動脈内皮構造が、ヒトに類似している。 

２）腎臓の尿細管での尿再吸収機能が低く、濃縮されない点はヒトと異なる。 

３）子宮は分裂型の中間型で多胎性のため子宮角が短い。 

４）雄の陰茎は長く、Q字状に陰嚢に収められている。 

 

１８．ブタの飼育に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）常時10頭以上のブタを収容する施設を作る際は、都道府県の許可をとる必要があ 

る。 

２）本来ブタは群れで生活する動物なので、15～20頭の群飼育が望ましい。 

３）本来ブタは群れで生活する動物なので、5～10頭の群飼育が望ましい。 

４）個別飼育でも環境の変化には強い動物なので、食欲の低下や下痢、軟便等を気にす

る必要はない。 

 

１９．ブタの豚房に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）豚房の居住部と寝床部は乾燥した場所が良いが、排糞部は湿潤になるので、他の部

分と区別することが重要である。 

２）排糞部には敷わら、またはおが屑を積み上げて寝られるようにする。 

３）豚房の給餌、給水設備は排糞部に設ける。 

４）豚房の広さはミニブタの場合、繁殖用には90×90cmの空間を目安とする。 

 

２０．ブタの豚房に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）豚房は居住部、寝床部、排糞部、分娩部から構成される。 

２）豚房の仕切りは鉄筋コンクリート、あるいは鋼鉄パイプを用いる。 

３）ブタを豚房で飼育する場合は、運動場の設置は不要である。 

４）ブタは脚が弱いので、床面を滑りやすい構造にすることが大切である。 

 



２１．畜産ブタに給餌する配合飼料の種類と飼育区分の組み合わせとして、正しいのはど

れか。 

 日齢 体重(kg) 飼育区分 

１） 3～8 1～3 哺乳子ブタ餌づけ用粉ミルク 

２） 10～20 5～20 離乳子ブタ用 

３） 60～110 25～45 育成子ブタ用 

４） 120 70以上 繁殖ブタ用 

 

２２．ミニブタに給餌する配合飼料の種類と飼育区分の組み合わせとして、正しいのはど

れか。 

 日齢 体重(kg) 飼育区分 

１） 0～7 1以下 子ブタ前期用 

２） 7～35 1～3 子ブタ後期用 

３） 36～75 4～8 飼育用 

４） 76以降 9以上 飼育用 

 

２３．ブタの給餌に関して、正しい記述はどれか。 

１）不断給餌の場合は、給餌器内への飼料の停滞や汚染がないか注意が必要である。 

２）給餌量はブタの品種、系統、餌の種類が異なっても同じである。 

３）ブタは与えた飼料を、ゆっくりと時間をかけてダラダラと食べる傾向がある。 

４）給餌は通常1日1回、朝だけに行う。 

 

２４．ブタの給餌及び給水に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）子ブタ用、群飼育用、単飼育用等の給餌器が畜産用に市販されており、豚房の寝床 

 部に設置する。 

２）ミニブタの単飼育ケージの場合は、後扉に専用給餌器を固定する。 

３）ブタは腎臓の尿再吸収が低く、飲水を多く必要とするため不断給水とする。 

４）飲水量は畜産ブタが1～1.5ℓ/日、ミニブタが2～4ℓ/日である。 

 

２５．ブタの管理作業に関して、正しい記述はどれか。 

１）ブタの行動は、給餌後（10～15分後）に排尿、排糞しその後運動（30～60分）、睡 

 眠（1～2時間）をする。 

２）ブタの排糞、排尿場所は定まっていない。 

３）新しく移動した場所では、ブタが臭いつけに排尿する習性があるが排糞はしない。 

４）首輪とロープをつけて移動させることが出来、前方に引っ張ると横に移動する。 

 

 

 

 



２６．ブタを後進させる場合の指示として、正しいのはどれか。 

１）指示棒を用いて、臀部を後ろから軽くたたく。 

２）指示棒を用いて、鼻を前方から軽くたたく。 

３）指示棒を用いて、左頬か左肩を軽くたたく。 

４）指示棒を用いて、後方に引っ張る。 

 

２７．下記のうち、短期個体識別法はどれか。 

１）イヤータグの装着。 

２）耳介へのパンチング。 

３）背側部の被毛へのカラースプレー塗布。 

４）頚部背側部へのマイクロチップの埋め込み。 

 

２８．ブタの体重測定に関して、正しい記述はどれか。 

１）5kg前後までは、各種体重計にブタを入れる容器を載せて計量出来る。 

２）10kg以上になると、ブタが動き回り各種体重計に容器を載せては計量しにくくな 

る。 

３）30kgまでは、ヒトがブタを抱きかかえて体重計に乗り計測する。 

４）40kgまでは、ヒトがブタを抱きかかえて体重計に乗り計測する。 

 

２９．ブタの取り扱いの際、ブタにとってストレスとならない取り扱いはどれか。 

１）飼育室扉の粗暴な開閉。 

２）不適切な保定や投与。 

３）一定時刻の給餌。 

４）暴力的取り扱い。 

 

３０．下記のうち、ブタの栄養障害性疾病はどれか。 

１）子宮内膜炎 

２）溶血性貧血 

３）熱射病 

４）鉄欠乏性貧血（子ブタ） 

 

３１．下記のうち、ブタの先天性奇形と異なるものはどれか。 

１）臍帯ヘルニア 

２）ストレス症候群 

３）肛門閉鎖 

４）陰嚢ヘルニア 

 

 

 

 



３２．下記のブタの感染性疾患のうち、法定伝染病はどれか。 

１）萎縮性鼻炎 

２）日本脳炎 

３）オーエスキー病 

４）トキソプラズマ病 

 

３３．下記のうち、人獣共通感染症はどれか。 

１）トキソプラズマ病 

２）ブタカイセン症 

３）オーエスキー病 

４）大腸菌病 

 

３４．下記のうち、ウイルス性の疾患はどれか。 

１）豚丹毒 

２）ブタ肺虫症 

３）オーエスキー病 

４）トキソプラズマ病 

 

３５．ブタの性成熟に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）畜産雌ブタは、生後2カ月齢頃より数日間外陰部が発赤、腫脹し発情を示す。 

２）畜産雌ブタは、生後6カ月齢頃で排卵を伴う発情がある。 

３）畜産雄ブタは、生後6カ月齢頃から精巣で精子が生成される。 

４）畜産雄ブタは、生後4カ月齢頃から射精能力を有する。 

 

３６．雌ブタの性周期に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）発情期間は、発情前期、発情期、発情後期、発情休止期、発情間期に分けられる。 

２）発情前期は外陰部や膣が赤く充血、肥厚し挙動に落ち着きがなくなる。 

３）排卵が始まる発情後期は、外陰部の充血肥厚が増し、その時が交配適期である。 

４）発情休止期は雄を許容しなくなり、外陰部の充血が消退して常態に戻る。 

 

３７．ブタの交配に関して、正しい記述はどれか。 

１）交配は1日2回までとする。 

２）交尾時は多量の精子と精液を射精するが、交配後雄を休養させる必要はない。 

３）雄の交尾及び精液採取は、5～6日間隔で行うのが理想的である。 

４）自然交配は雌が発情後期に達してから、10～25時間以内に雌雄を同居させ、交配さ 

 せると最も受胎率が良い。 

 

 

 

 



３８．ブタの妊娠、分娩について正しい記述はどれか。 

１）仰向けに寝た姿勢で娩出することが多い。 

２）出産は比較的軽く、子ブタを引き出してやる介助をほとんど必要としない。 

３）破水から10～12時間すると分娩が始まる。 

４）出産は頭部から生まれ、逆子は皆無である。 

 

３９．ブタの分娩について、正しい記述はどれか。 

１）出産直後の子ブタは、体表に一緒に排出される後産組織や糞尿が付着しているので、

清潔な布で鼻先や体表面の汚れを拭き取る。 

２）仮死状態で出産した場合は出来るだけ静かに放置しておくと、やがて呼吸を開始し

鳴き声を出す。 

３）臍帯は地面に届かない程度（4cmくらい）残して、圧迫、止血しハサミで切り取り、

切断部をヨード系消毒液で消毒する。 

４）出生時に第3切歯と犬歯が上下4本生えているが、母ブタの乳頭を保護するため、

ニッパーで切断する。 

 

４０．ブタの哺育に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）産子数が母ブタの乳頭数より多い場合は、同じ時期の7日以内に分娩した他の母ブ 

 タに里子することが出来る。 

２）畜産子ブタは発育が早いため、普通1日あたり約100mgの鉄を必要とする。 

３）畜産子ブタでは出生後2～3日のうちに鉄欠乏状態になるので、3日以降に注射また

は経口により鉄剤を投与する。 

４）ミニブタでは出生後2～7日の間に鉄剤を補給する必要がある。 

 

４１．ブタの離乳に関して、正しい記述はどれか。 

１）離乳は2～3週齢で行う。 

２）哺乳子ブタ餌づけ用粉ミルクを、21日齢頃から皿状の容器や周囲の床に置いたりし

て餌づけする。 

３）畜産子ブタの離乳時体重は9～10kgである。 

４）ミニブタの離乳時体重は1～2kgである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４２．ブタの取り扱いに関する下記の文中の（ ）内に該当する、最も適当な組み合わせ

はどれか。 

「ブタが（A）や、不慣れな術者によって（B）を加えると、ヒトが近づくだけで金切り

声をあげるようになり、ついには正常な実験の遂行が（C）になることがある。しかし、

（D）がブタに適正に接していれば、（D）が話しかけるだけでも落ち着くようになる。し

たがって、飼育者は（E）ブタに接し、頻繁にブラッシングをしたり（F）を触れたりす

ればよく慣れる。」 

１）A：好きな刺激  B：適正な処置  C：困難 D：ブタ E：声を出しながら F：手 

２）A：嫌がる刺激 B：不適正な処置 C：困難 D：ヒト E：声を出しながら F：手 

３）A：嫌がる刺激 B：適正な処置  C：可能 D：ヒト E：声を潜めて   F：体 

４）A：好きな刺激 B：不適正な処置 C：可能 D：ブタ E：声を潜めて   F：頭  

 

４３．ブタの保定法に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）体重35kg前後までの子ブタの移動及び観察のためには、静かに片方の手は脇の下 

に、もう片方の手は尾根部を持ち、同時に臀部を下げ犬座姿勢で抱きかかえるように

する。 

２）筋肉・皮下注射等の処置を施すためにブタをしっかりと保定するには、前肢または 

 耳を両手でつかみ懸垂して保定する。 

３）体重30kg以上のブタでは、丈夫な細いロープで輪を作り、ブタ上顎の犬歯と前臼歯 

 の間に輪を入れて、前方に強く引っ張る。 

４）鼻保定はブタが後方に下がる力と拮抗した時に固定出来、筋肉注射などの短時間保

定に用いる。 

 

４４．ブタの仰臥保定及び固定器による保定に関して、正しい記述はどれか。 

１）保定者が椅子に座り、ブタを膝の上に乗せ腹ばいにして下顎と前肢を持つ方法で、

静脈内注射の時に使用される。 

２）手術台をV字にして横向きに保定する方法で、静脈内注射、腹腔内注射や短時間手

術に用いられている。 

３）保定者が椅子に座り、ブタを膝の上に乗せ仰向けにして下顎と前肢を持つ方法で、

静脈内注射の時に使用される。 

４）手術台をV字にして腹ばいに保定する方法で、腹腔内注射時に用いられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




